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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月19日(2018.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不純物が含有された有機素材の原料を昇華させる昇華段階と；
　前記有機素材の原料の昇華気体と、前記昇華気体を横切って流動するイオン性液体とを
接触させて前記イオン性液体中に前記昇華気体を捕集する捕集段階と；
　前記イオン性液体に溶解された前記昇華気体の有機素材で過飽和された溶液から再結晶
化した有機素材を生成する再結晶化段階；を含むイオン性液体を用いた有機素材精製方法
。
【請求項２】
　前記捕集段階で、前記イオン性液体は、前記昇華気体の飛散経路を横切って配置された
多数のブレードの表面に沿って流動することを特徴とする、請求項１に記載のイオン性液
体を用いた有機素材精製方法。
【請求項３】
　前記再結晶化段階では、前記イオン性液体に前記昇華気体が溶解して生成した混合液を
前記多数のブレードの表面に沿って再循環させる再循環段階をさらに含むことを特徴とす
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る、請求項２に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製方法。
【請求項４】
　前記多数のブレードは、垂直軸を中心に等角度で配置され、前記イオン性液体が前記ブ
レードの表面に沿って下方に流動することを特徴とする、請求項２に記載のイオン性液体
を用いた有機素材精製方法。
【請求項５】
　前記多数のブレードは、水平軸を中心に等角度で配置され、回転しながら前記イオン性
液体を流動させることを特徴とする、請求項２に記載のイオン性液体を用いた有機素材精
製方法。
【請求項６】
　前記捕集段階で、前記イオン性液体は、前記昇華気体の飛散経路を横切って落下流動す
ることを特徴とする、請求項１に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製方法。
【請求項７】
　前記再結晶化段階では、前記イオン性液体に前記昇華気体が溶解して生成した混合液を
、前記昇華気体の飛散経路を横切って再循環させる再循環段階をさらに含むことを特徴と
する、請求項６に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製方法。
【請求項８】
　前記再循環段階では、前記再結晶化した有機素材を分離して回収し、前記混合液を循環
させることを特徴とする、請求項３または７に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製
方法。
【請求項９】
　前記捕集段階で、前記イオン性液体は、前記昇華気体の飛散経路を横切って配置された
一つ以上の回転ロールの表面に塗布されて流動することを特徴とする、請求項１に記載の
イオン性液体を用いた有機素材精製方法。
【請求項１０】
　前記回転ロールの表面からドクターブレードを用いて、前記イオン性液体に前記昇華気
体が溶解して生成した混合液を剥がす段階をさらに含むことを特徴とする、請求項９に記
載のイオン性液体を用いた有機素材精製方法。
【請求項１１】
　不純物が含有された有機素材の原料を昇華させる昇華部と、
　前記昇華部と連通するように配置され、前記有機素材の原料の昇華気体と、前記昇華気
体を横切って流動するイオン性液体とを接触させて前記イオン性液体中に前記昇華気体を
捕集する捕集部とを含み、
　前記捕集部で前記イオン性液体に捕集された前記昇華気体の有機素材が前記イオン性液
体に溶解されて、前記イオン性液体中に再結晶化された有機素材が生成されることを特徴
とする、イオン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１２】
　前記捕集部は、
　前記昇華部と連通するように連結されたハウジングと、
　前記昇華気体の飛散経路を横切って前記ハウジング内に配置された多数のブレードと、
　前記多数のブレードの表面に沿って流動するように前記イオン性液体を供給するイオン
性液体供給手段と、
　前記イオン性液体に前記昇華気体が溶解して生成した混合液、および前記再結晶化した
有機素材を貯蔵する貯蔵手段とを含むことを特徴とする、請求項１１に記載のイオン性液
体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１３】
　前記イオン性液体供給手段は、前記混合液を前記貯蔵手段から前記多数のブレードの表
面に沿って再循環させる再循環手段をさらに含むことを特徴とする、請求項１２に記載の
イオン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１４】
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　前記多数のブレードは、前記ハウジング内の垂直軸を中心に等角度で配置されることを
特徴とする、請求項１３に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１５】
　前記多数のブレードは、前記ハウジング内の水平軸を中心に等角度で配置されて回転す
ることを特徴とする、請求項１３に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１６】
　前記捕集部は、
　前記昇華部に連通するハウジングと、
　前記昇華気体の飛散経路を横切って落下するように前記イオン性液体を供給するイオン
性液体供給手段と、
　前記イオン性液体に前記昇華気体が溶解して生成した混合液、および前記再結晶化した
有機素材を貯蔵する貯蔵手段とを含むことを特徴とする、請求項１１に記載のイオン性液
体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１７】
　前記イオン性液体供給手段は、前記混合液を前記貯蔵手段から再循環させ、前記昇華気
体の飛散経路を横切って落下させる再循環手段をさらに含むことを特徴とする、請求項１
６に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１８】
　前記再循環手段は、前記貯蔵手段内の前記混合液と前記再結晶化した有機素材を前記貯
蔵手段の外部へ排出した後、前記再結晶化した有機素材を分離して回収し、前記混合液を
再循環させる回収手段をさらに含むことを特徴とする、請求項１３または１７に記載のイ
オン性液体を用いた有機素材精製装置。
【請求項１９】
　前記捕集部は、
　前記昇華部と連通するように連結されたハウジングと、
　前記昇華気体の飛散経路を横切って前記ハウジング内に配置された一つ以上の回転ロー
ルと、
　前記回転ロールの下部に配置され、前記イオン性液体を前記回転ロールの表面に供給す
るイオン性液体貯蔵部とを含むことを特徴とする、請求項１１に記載のイオン性液体を用
いた有機素材精製装置。
【請求項２０】
　前記回転ロールの一側部には、前記イオン性液体に前記昇華気体が溶解して生成した混
合液を前記回転ロールの表面から剥がすドクターブレードが設置されていることを特徴と
する、請求項１９に記載のイオン性液体を用いた有機素材精製装置。
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